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にて 30 分静置した。 400Cに加熱して溶解後、水溶液をポリピニルアルコールにてコートしたポリス
チレン皿に流延した。室温 72 時間ドラフト中で風乾、 1600C ・ O.OlTorr にて減圧脱水架橋しゼラチ
ンハイドロゲ、ルシートを作製した。アテロコラーゲンシートは牛皮由来であり新田ゼラチン株式会
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[結果】透明度はゼラチンハイドロゲ、ル(熱脱水架橋時間 6、 12 、 24、 48 時間) ; 99.1::!::0.1 %、 99.0
:!:0.2 %、 98.8::!::0.5 %、 99.0土 0.6 %であり、アテロコラーゲンでは 72.1::!::2.1 %であった。破断点
での応力はゼラチンハイドロゲ、ル(熱脱水架橋時間 6、 12 、 24、 48 時間) ; 1.7:!:0.4 MPa、 2.0::!::
0.2MPa、 2.8::!::0.2 MPa、 3.4士 0.5MPa、アテロコラーゲン; 1.9::!::0.7 MPa であった。破断点での
シートの伸度はゼラチンハイドロゲル(熱脱水架橋時間 6、 12 、 24、 48 時間) ; 60.5土 3.5%、 45.3
:!:10.9 %、 33.2土 5.8 %、 2 1. 8::!::5.2 %、アテロコラーゲン; 59.9:!: 15.9 %であった。弾性率はゼラ
チンハイドロゲル(熱脱水架橋時間 6、 12 、 24、 48 時間) ; 3.0::!::0.7 MPa、 4.9::!:: 1.4 MPa、 8.9::!::
1.7 MPa、 18.3::!::6.5 MPa、アテロコラーゲン; 3.5::!::0.8 MPa であった。拡散係数はアルブミンで
はゼラチンハイドロゲル (9.7X 10・8 士1.5cm2/S) はアテロコラーゲン (5.1::!:: 1.8X 10・8cm2/S) の約
2 倍であったが、グルコースではゼラチンハイドロゲ、ル (2.55::!::0.02X 10・ 7cm2/S) とアテロコラー





































透明度はゼラチンハイドロゲル(熱脱水架橋時間 6、 12、 24、 48 時間)・ 99.1 :t 0.1 %、 99.0 :t 0.2 %、 98.8
:t0.5 %、 99.0 :t 0.6 %であり、アテロコラーゲンでは 72.1 :t 2.1 %で、あった。破断点での応力はゼラチンハイ
ドロゲル(熱脱水架橋時間 6、 12、 24、 48 時間) ; 1. 7 :t 0.4 MPa、 2.0土 0.2MPa、 2.8 :t 0.2 MPa、 3 .4:t 0.5
MPa、アテロコラーゲン; 1. 9 :t 0.7MPa であった。破断点でのシートの伸度はゼラチンハイドロゲル(熱脱
水架橋時間 6、 12、 24、 48 時間) ; 60.5 :t 3.5%、 45.3 :t10.9 %、 33.2 :t 5.8 %、 2 1. 8土 5.2%、アテロコラー
ゲン; 59.9:t 15.9 %であった。弾性率はゼラチンハイドロゲル(熱脱水架橋時間 6、 12、 24、 48 時間) ; 3.0 
:t0.7 MPa、 4.9 :t1.4 MPa、 8.9 :t1. 7 MPa、 18.3 :t 6.5 MPa、アテロコラーゲン: 3.5:t 0.8 MPa であった。
拡散係数はアルブミンではゼラチンハイドロゲル (9.7X 10・ 8 :t 1.5cm2/S) はアテロコラーゲン (5.1 :t1.8X 
10-8cm2/S) の約 2 倍であったが、グルコースではゼラチンハイドロゲル (2.55 :t 0.02X 10・7cm2/S) とアテロ





ルシートは透明性に優れており、また、ひずみに対する剛力が約 5 倍、アルブミンの透過性が約 2 倍である
ことを確認できた。またゼラチンハイドロゲルシートはヒト培養角膜内皮細胞をサポートするには十分な適性
を備えており、細胞親和性があることが示唆された。実験方法は妥当であり、実験結果の示す客観的事実およ
び過去の報告との差異について、十分な考察がなされている。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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